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レアメタルリサイクルの現状レアメタルリサイクルの現状

・使用済み電池や磁石の回収ができていないこと、国内でのリ・使用済み電池や磁石の回収ができていないこと、国内でのリ
サイクルではコスト的に合わないことから、製造工程で発生すサイクルではコスト的に合わないことから、製造工程で発生す
るスクラップ以外のリサイクルはほとんど行われていないるスクラップ以外のリサイクルはほとんど行われていないるスクラップ以外のリサイクルはほとんど行われていない。るスクラップ以外のリサイクルはほとんど行われていない。

・磁石や電池用材料で素性・組成が判明している合金塊の屑・磁石や電池用材料で素性・組成が判明している合金塊の屑
は ぼは ぼ が 収され る 般 分離処理 はが 収され る 般 分離処理 ははほぼはほぼ100%100%が回収されている。一般に分離処理コストはが回収されている。一般に分離処理コストは2,0002,000
～～3,0003,000円／円／kgkgレアメタルあたりと公表されている。レアメタルあたりと公表されている。

・製造時に発生するスクラップの処理に適用可能な製錬プロセ・製造時に発生するスクラップの処理に適用可能な製錬プロセ
スの研究は行われていが、現時点ではスクラップの再生プロスの研究は行われていが、現時点ではスクラップの再生プロ
セスの歩留まりが低く 処理コストが高い そのため 国内のセスの歩留まりが低く 処理コストが高い そのため 国内のセスの歩留まりが低く、処理コストが高い。そのため、国内のセスの歩留まりが低く、処理コストが高い。そのため、国内の
研究や実用化は進まず、かなりな量がコストの安い中国に運研究や実用化は進まず、かなりな量がコストの安い中国に運
ばれて処理されている。ばれて処理されている。

・根本的に専用製錬工程を持たない。また一般の・根本的に専用製錬工程を持たない。また一般のAuAu・・AgAg・・CuCu
の製錬工程に入ってしまったものはほぼ回収不可能。の製錬工程に入ってしまったものはほぼ回収不可能。の製錬工程に入ってしまったものはほぼ回収不可能。の製錬工程に入ってしまったものはほぼ回収不可能。

リサイクルの目的とは？



いずれにせよ考え方の修正が必要いずれにせよ考え方の修正が必要ずれ よ考え方の修 必要ずれ よ考え方の修 必要

・・ いわゆる経済原則の存在：いわゆる経済原則の存在：
お金にならないものは集めないお金にならないものは集めないお金にならないものは集めないお金にならないものは集めない

・・ 経済原則が現在しか見ていない：経済原則が現在しか見ていない：
将来の資源枯渇将来の資源枯渇将来の資源枯渇将来の資源枯渇

環境影響が実感できるまでの時間差環境影響が実感できるまでの時間差

将来の環境コスト将来の環境コスト

・・ 自分の経済原則しか見ていない：自分の経済原則しか見ていない：
経済原則から他国に流れていってしまう資源経済原則から他国に流れていってしまう資源

他国で起こる環境破壊他国で起こる環境破壊他国で起こる環境破壊他国で起こる環境破壊

・・ 現状存在技術しか利用できていない：現状存在技術しか利用できていない：
回収技術開発の暇もなく新製品が登場回収技術開発の暇もなく新製品が登場回収技術開発の暇もなく新製品が登場回収技術開発の暇もなく新製品が登場

リサイクルという言葉が重要ではなく 金属を資源としリサイクルという言葉が重要ではなく、金属を資源とし
て見直したシステムを考えることが急務



資源とは資源とは

社会が「価値がある」と認めるもの社会が「価値がある」と認めるもの
鉱物資源に限れば 採掘して 有用物の分離を行うこ鉱物資源に限れば 採掘して 有用物の分離を行うこ鉱物資源に限れば、採掘して、有用物の分離を行うこ鉱物資源に限れば、採掘して、有用物の分離を行うこ
とがその時々の経済合理性に則って可能なものとがその時々の経済合理性に則って可能なもの
イメ ジとしてイメ ジとして 希少 高価希少 高価 であるが 高度に機械さであるが 高度に機械さイメージとしてイメージとして 希少、高価希少、高価 であるが、高度に機械さであるが、高度に機械さ
れた大量生産システムの現代では、れた大量生産システムの現代では、一定の品質一定の品質がが一一
定量確保定量確保されるものされるもの
天然資源は現在の経済原理の中で採取可能と判断天然資源は現在の経済原理の中で採取可能と判断
されたものが資源とみなされることから「天然資源がされたものが資源とみなされることから「天然資源が
このような特性を持 ている ではなく 「このような特このような特性を持 ている ではなく 「このような特このような特性を持っている」ではなく、「このような特このような特性を持っている」ではなく、「このような特
性を持ったものを発見して天然資源とみなしている」性を持ったものを発見して天然資源とみなしている」
のが現実のが現実のが現実のが現実
リサイクルは経済合理性がないと指摘されるが、他のリサイクルは経済合理性がないと指摘されるが、他の
リサイクルが必ずしも経済合理性を持ったものを対象リサイクルが必ずしも経済合理性を持ったものを対象
としていないからとしていないから



Reserve (of Waste) to StockReserve (of Waste) to StockReserve (of Waste) to Stock Reserve (of Waste) to Stock 
の目的の目的

●● 金属資源確保金属資源確保●● 金属資源確保金属資源確保

●● 有害物管理有害物管理

●● 国際資源循環のスムースな流れ国際資源循環のスムースな流れ

を目的とし、金属素材におけるを目的とし、金属素材における「資源循環」「資源循環」をを

「蓄積」「蓄積」と言う考えを入れた新たな枠組みで実と言う考えを入れた新たな枠組みで実

施することを目指す。施することを目指す。施することを目指す。施することを目指す。

今後の社会・産業界全体の問題でもある。今後の社会・産業界全体の問題でもある。



アーバンアーバン・・マイン（都市鉱山）とマイン（都市鉱山）と
アーティフィシャルアーティフィシャル・・デポジット（人工鉱床）デポジット（人工鉱床）

Urban Mine（都市鉱山） ArtificialArtificial DepositDeposit（人工鉱床）（人工鉱床）

ア ティフィシャルア ティフィシャル デポジット（人工鉱床）デポジット（人工鉱床）

pp

有価物 有価物 有価物 有価物 有価物

「たぬき掘り」「たぬき掘り」 「鉱床化」「鉱床化」 資源保護＋拡散防止

有価物
（低品位）

製錬前処理

（破砕 選別 濃縮等）

有価物 有価物 有価物 有価物

有価物 有価物 有価物 有価物

低品位物

（破砕，選別，濃縮等）

製錬プロセス廃棄 放置

有価物
（低品位）

濃縮プロセス

有価物

製錬プロセス廃棄 or 放置
低品位物

有価物
（高品位）管理

（高品位）

低品位物 地金（再資源化）

廃棄 or 放置

管理

集約管理集約管理


